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4月
（卯月） APRIL
29日・昭和の日

国税の延滞税の税率は、法定納期限の翌日
から①２か月を経過する日までは「年7.3％」
と「前年の11月30日の日銀が定める基準割引
率＋４％」のいずれか低い割合、②２か月経過
後は年14.6％の２段階になっています。利息
制限法の上限金利は、貸付額に応じて15～
20％ですのでサラ金並みの高金利と言えます。

国　税／3月分源泉所得税の納付 4月12日
国　税／2月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

4月30日
国　税／8月決算法人の中間申告 4月30日
国　税／5月、8月、11月決算法人の消費税の中間申告

（年3回の場合） 4月30日
地方税／給与支払報告に係る給与所得者異動届の提出

4月15日
地方税／固定資産税（都市計画税）の第1期分の納付

4月中において市町村の条例で定める日
地方税／土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧

4月1日〜4月20日
または最初の納期限のいずれか遅い日以後の日まで

地方税／軽自動車税の納付
4月中において市町村の条例で定める日

労　務／労働者死傷病報告（1月〜3月分） 4月30日

サラ金並みの？延滞税

4 月 の 税 務 と 労 務

ワンポイント

日 月 火 水 木 金 土
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採
用
選
考
試
験
の
中
で
最
も
重
要

な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
の
が
面
接
で

す
。
面
接
は
、
適
切
な
質
問
を
し
な

が
ら
、
公
正
、
客
観
的
に
応
募
者
の

理
解
力
、
行
動
力
を
判
断
し
、
個
人

の
適
性
、
能
力
な
ど
に
つ
い
て
総
合

的
な
評
価
を
行
う
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
事
前
に
十
分
に
準
備
し
、

面
接
で
見
る
べ
き
も
の
（
適
性
、
能

力
に
係
る
項
目
や
内
容
、
判
定
基
準

の
統
一
・
明
確
化
）
を
定
め
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

以
下
、
某
労
働
局
の
具
体
例
を
参

考
に
、
主
に
新
卒
者
を
対
象
と
し
た

質
問
例
を
掲
げ
ま
す
。

a

導
入

面
接
に
あ
た
り
、
応
募
者
の
緊
張

感
を
ほ
ぐ
す
た
め
、
応
募
者
が
答
え

や
す
い
身
近
な
問
題
か
ら
質
問
を
始

め
ま
す
。

・
大
変
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
（
い
す
に
）
掛
け
て
下
さ
い
。

お
名
前
は
○
○
さ
ん
で
す
ね
。

・
応
募
者
が
多
い
の
で
驚
い
た
で
し

ょ
う
が
、
気
に
し
な
い
で
自
分
の

考
え
を
存
分
に
述
べ
て
下
さ
い
。

・
夕
べ
は
ぐ
っ
す
り
眠
れ
ま
し
た
か
。

・
早
朝
か
ら
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

今
朝
は
何
時
頃
に
起
き
ら
れ
た
の

で
す
か
。

・
試
験
の
夢
な
ど
は
見
ま
せ
ん
で
し

た
か
。

・
筆
記
試
験
は
難
し
か
っ
た
で
す
か
。

・
待
っ
て
い
る
間
、
ど
ん
な
こ
と
を

考
え
て
い
ま
し
た
か
。

s

本
質
問
１

応
募
者
の
適
性
・
能
力
を
判
定
す

る
た
め
の
質
問
で
す
。
自
社
を
ど
の

程
度
理
解
し
て
の
応
募
か
、
ま
た
本

人
自
ら
の
適
性
・
能
力
と
結
び
つ
け

て
応
募
し
た
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い

て
判
断
し
ま
す
。

・
当
社
の
第
一
印
象
は
ど
う
で
し
た

か
。

・
あ
な
た
が
、
当
社
へ
の
就
職
を
希

望
さ
れ
た
の
は
、
ど
ん
な
理
由
か

ら
で
す
か
。

・
当
社
を
受
験
す
る
に
当
た
り
、
多

少
当
社
の
こ
と
を
調
べ
て
み
ま
し

た
か
。

・
採
用
さ
れ
た
場
合
、
ど
ん
な
仕
事

を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

・
当
社
に
対
し
て
、
ど
ん
な
感
じ

（
イ
メ
ー
ジ
）
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

d

本
質
問
２

配
置
予
定
の
職
務
に
必
要
な
適
性
の

要
素
を
質
問
し
、
回
答
の
内
容
、
様

子
（
考
え
方
）
か
ら
本
人
の
適
性
及

び
職
務
に
つ
い
て
の
自
信
な
ど
を
判

断
し
ま
す
。

・
自
分
の
得
意
と
す
る
学
科
（
科
目
）

は
何
で
す
か
。

・
自
分
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
ど

ん
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
か
。

・
初
対
面
の
人
の
顔
を
覚
え
る
の
は

得
意
で
す
か
、
そ
れ
と
も
苦
手
で

す
か
。

・
会
社
や
家
庭
を
訪
問
し
、
契
約
を

取
っ
た
り
、
品
物
を
販
売
す
る
よ

う
な
場
合
、
初
め
て
の
人
と
話
を

す
る
こ
と
が
苦
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

・
仕
事
は
、
一
日
の
大
半
を
立
っ
て

（
座
っ
て
）
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
大
丈
夫
で
す
か
。

・
細
か
い
数
字
を
計
算
す
る
仕
事
が

多
い
で
す
が
、
数
字
の
扱
い
に
は

自
信
が
あ
り
ま
す
か
。

・
何
か
特
技
・
資
格
は
お
持
ち
で
す

か
（
あ
る
場
合
は
、
そ
の
種
類
と

取
得
時
期
な
ど
を
質
問
）。

・
何
か
趣
味
は
あ
り
ま
す
か
。

・
残
業
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
が
、
大

丈
夫
で
す
か
。

専
門
的
職
業
、
技
能
工
の
採
用
の

場
合
に
は
、
こ
の
他
に
そ
の
職
務
に

つ
い
て
の
専
門
的
な
質
問
を
し
ま
す
。

f

情
報
交
換

従
事
す
る
職
務
の
内
容
、
残
業
の

有
無
、
勤
務
形
態
、
転
勤
、
賃
金
等

労
働
条
件
を
説
明
し
、
本
人
の
意
志

の
強
さ
を
判
断
し
ま
す
。

・
一
カ
月
に
○
日
く
ら
い
出
張
が
あ

り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

・
一
カ
月
に
○
時
間
く
ら
い
残
業
が

あ
り
ま
す
が
、
大
丈
夫
で
す
か
。

・
三
交
替
勤
務
で
時
間
が
不
規
則
に
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な
り
ま
す
が
、
通
勤
は
大
丈
夫
で

す
か
。

・
県
内
・
県
外
の
営
業
所
へ
転
勤
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し

い
で
す
か
。

・
当
社
に
は
寮
が
あ
り
ま
せ
ん
（
○

○
町
に
は
あ
り
ま
す
）
が
、
ど
う

さ
れ
ま
す
か
。

・
入
社
さ
れ
た
場
合
、
希
望
・
条
件

な
ど
あ
り
ま
す
か
。

・
こ
ち
ら
か
ら
お
尋
ね
す
る
こ
と
は

以
上
で
す
が
、
何
か
質
問
ま
た
は

疑
問
点
は
あ
り
ま
す
か
。

g

最
後
に

気
持
ち
を
張
り
続
け
て
い
た
応
募

者
の
心
を
察
し
て
、
労
を
ね
ぎ
ら
う

言
葉
を
か
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

・
い
ろ
い
ろ
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

は
こ
れ
で
面
接
は
終
わ
り
ま
す
。

・
採
否
結
果
は
、
○
日
ま
で
に
書
面

で
連
絡
し
ま
す
。
本
日
は
ご
苦
労

様
で
し
た
。

留
意
す
べ
き
質
問
（
例
）

次
に
掲
げ
る
よ
う
な
質
問
は
、
結

果
的
に
就
職
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
留
意
す
べ
き

で
し
ょ
う
。

a

本
籍
に
関
す
る
質
問

・
本
籍
地
は
ど
こ
で
す
か
。

・
ご
両
親
は
ど
こ
の
出
身
で
す
か
。

・
本
籍
地
と
現
住
所
地
が
異
な
る
よ

う
で
す
が
、
ど
う
し
て
で
す
か
。

・
現
住
所
地
に
は
い
つ
頃
か
ら
住
ん

で
い
る
の
で
す
か
。

・
こ
れ
以
前
は
ど
こ
に
住
ん
で
い
ま

し
た
か
。

s

住
居
と
そ
の
環
境
、
家
族
関
係

に
関
す
る
質
問

・
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地
域
は
、

ど
ん
な
環
境
で
す
か
。

・
最
寄
り
駅
か
ら
あ
な
た
の
自
宅
ま

で
の
略
図
を
書
い
て
下
さ
い
。

・
家
の
付
近
で
目
印
と
な
る
よ
う
な

も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

・
あ
な
た
の
家
庭
は
ど
ん
な
雰
囲
気

で
す
か
。

・
転
校
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
か
。

そ
の
理
由
は
何
で
す
か
。

・
お
父
さ
ん
が
い
な
い
よ
う
で
す
が
、

ど
う
し
た
の
で
す
か
。

・
お
父
さ
ん
は
病
死
で
す
か
。
死
因

は
何
で
す
か
。

・
お
父
さ
ん
が
義
父
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
詳
し
く
話
し
て
下
さ
い
。

d

家
族
の
職
業
・
地
位
・
収
入
に

関
す
る
質
問

・
あ
な
た
の
家
は
何
を
し
て
い
ま
す

か
（
家
業
は
何
で
す
か
）。

・
ご
両
親
の
勤
務
先
は
ど
こ
で
す
か
。

・
お
父
さ
ん
の
現
在
の
役
職
は
何
で

す
か
。

・
世
帯
の
収
入
は
ど
れ
く
ら
い
あ
り

ま
す
か
。

・
お
母
さ
ん
は
専
業
主
婦
で
す
か
。

・
あ
な
た
の
学
費
は
誰
が
出
し
ま
し

た
か
。

f

資
産
に
関
す
る
質
問

・
住
ん
で
い
る
家
は
持
ち
家
で
す
か
。

・
そ
の
家
は
一
戸
建
で
す
か
。

・
あ
な
た
の
家
に
は
ど
の
く
ら
い
の

不
動
産
（
田
畑
、
山
林
、
土
地
）

が
あ
り
ま
す
か
。

g

思
想
・
信
条
、尊
敬
す
る
人
物
、

宗
教
、支
持
政
党
等
に
関
す
る
質
問

・
将
来
、
ど
ん
な
人
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
か
。

・
尊
敬
す
る
人
物
が
い
ま
す
か
。

・
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
ま
す
か
。

・
あ
な
た
の
家
の
宗
教
は
何
で
す
か
。

・
神
や
仏
を
信
じ
て
い
ま
す
か
。

・
政
治
や
政
党
に
関
心
が
あ
り
ま
す

か
。

・
あ
な
た
の
家
族
は
、
何
党
を
支
持

し
て
い
ま
す
か
。

・
労
働
組
合
を
ど
う
思
い
ま
す
か
。

・
今
の
社
会
状
況
を
ど
う
思
い
ま
す

か
。

・
学
校
外
で
何
ら
か
の
団
体
に
加
入

し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

・
ど
ん
な
本
を
愛
読
し
て
い
ま
す
か
。

・
あ
な
た
の
家
で
は
、
何
新
聞
を
読

ん
で
い
ま
す
か
。

h

一
方
の
性
に
限
定
し
て
の
質
問

・
学
生
時
代
は
自
宅
通
学
で
し
た
か
。

・
何
歳
く
ら
い
ま
で
働
け
ま
す
か
。

・
結
婚
、
出
産
し
て
も
働
き
続
け
ら

れ
ま
す
か
。

・
今
、
お
つ
き
あ
い
し
て
い
る
方
は

い
ま
す
か
。

・
結
婚
の
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

・
出
産
の
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

【
な
ぜ
留
意
す
べ
き
な
の
か
】

た
と
え
ば
、
家
の
付
近
の
目
印
や

略
図
を
書
か
せ
る
の
は
、
通
勤
経
路

の
把
握
な
ど
を
理
由
に
し
て
い
る
た

め
、
な
ぜ
ダ
メ
な
の
か
と
疑
問
に
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

ら
の
こ
と
は
選
考
段
階
で
は
全
く
必

要
が
な
く
、
身
元
調
査
に
も
つ
な
が

る
か
ら
で
す
。



被保険者が法人の役員である
場合の確認書類が明確化

厚生年金保険の被保険者が、株式会社
（特例有限会社を含む。）の取締役等法人の
役員である場合の「被保険者資格喪失届」
及び「被保険者報酬月額変更届」について、
不適正な遡及訂正の発生防止を徹底させる
ために、届出に係る事実関係を確認する添
付書類が厳正かつ明確化されました。また、
同時にその他の法人の役員については、こ
れに相当する書類とされました。
a 被保険者資格喪失届に係るもの

被保険者資格喪失届の「④資格喪失年月
日」に記入した日付が、受付年月日より
60日以上遡る場合の確認書類が次のいず
れかとされました。

①　株主総会の議事録
② 役員変更登記の記載がある登記簿謄
本の写し

s 報酬月額変更届（随時改定）に係るもの
報酬月額変更届の「R改定年月」に記入

した年月の初日（１日）が受付年月日より
60日以上遡る場合は、報酬訂正の事実発
生年月日を確認するための資料として次の
うちのいずれかひとつの写し及び固定的賃
金の変動があった月の前月以降の所得税源
泉徴収簿または賃金台帳の該当部分の写し
とされました。

①　株主総会または取締役会の議事録
②　代表取締役等による報酬決定通知書
③　役員間の報酬協議書
④　債権放棄を証する書類

d 標準報酬月額を大幅に（5等級以上）
引き下げる（随時改定）場合
この場合の届出の事実関係を確認するた

めの書類が、前記sと同様①〜④のうちの
いずれかひとつの写し及び固定的賃金の変
動があった月の前月以降の所得税源泉徴収
簿または賃金台帳の該当部分の写しとされ
ました。
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老
齢
年
金
・
障
害
年
金
・
遺
族
年

金
の
受
給
権
者
が
死
亡
す
る
と
、
そ

の
死
亡
し
た
人
に
支
給
す
べ
き
年
金

で
ま
だ
支
給
し
て
い
な
い
も
の
が
未

支
給
の
年
金
と
し
て
、
そ
の
遺
族
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

年
金
は
、
支
給
す
べ
き
理
由
が
生

じ
た
月
の
翌
月
か
ら
、
死
亡
し
た
と

き
な
ど
「
権
利
が
消
滅
し
た
月
」
ま

で
の
間
、
偶
数
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
前

二
カ
月
分
が
ま
と
め
て
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず

未
支
給
の
年
金
（
た
と
え
ば
死
亡
月

が
三
月
の
場
合
、
四
月
に
支
給
さ
れ

る
は
ず
で
あ
っ
た
二
月
・
三
月
分
）

が
発
生
し
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
ら
れ
る
遺
族
は
、
配

偶
者
（
事
実
婚
を
含
む
）、
子
、
父

母
、
孫
、
祖
父
母
ま
た
は
兄
弟
姉
妹

（
年
齢
要
件
は
な
い
）
で
あ
っ
て
、

そ
の
人
の
死
亡
当
時
そ
の
人
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
た
人
で
す
。

パート労働者に係る36協定
使用者が法定労働時間（１週40時間、

１日８時間）を超えて時間外労働や休日
労働をさせるためには、36協定を締結し
なければなりません。この協定は、事業
場を単位に、使用者とその労働者の過半
数で組織する労働組合または過半数を代
表する労働者との間で締結します。

ここでいう労働者にはパート労働者も
含まれますので、過半数組合がある場合
は、その組合が締結した協定によりパー
ト労働者の時間外労働や休日労働につい
ても36協定が締結されていることになり
ますが、過半数代表者の場合は、労働者
全員の挙手または投票などで選出する必
要があり、パート労働者もこれに含めな
ければなりません。

実際には、パート労働者が多い事業場
では正社員だけでは過半数組合の要件を
満たせないことが多いので、パート労働
者を含めて過半数代表者の選任をしなけ
ればならないことになります。
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